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表紙図シリブトゴマガイ×2β

ゴマガイ科Ariniajap⊃nlcapllsbrァet富irase

珍品である。 激は径0． 酎叫．恵高1．8mの埠′五貝で，4層からなり第1

・l割ま未肩色をなし，他は灰濁色である。
第2層か特に大きく次の第3層か

ら急に掩っているのでシリブトゴマガイの名がある0殻口は鼠ひだとも

ない。1903年に九州五島で発見されて以来，本県鹿屋についで本図の

個体が3番目のもので、ある。去年8月5日，鹿児島湾内の辺臼小島採集会
l
の収かくである言鋸醜藩半島開聞岳にても炭表された。 表紙図は採集し

た個体をスケッチしたものである。 スケッチは顎間吉井先生く′こよる。
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ヒ　ヤ　シ　ン　ス

‾顧浄吉井浩＿

三月の或る巴，親類の家を訪ねた。，玄関にビヤシソスの水栽培が置かれ

ている。二つ三つ花も咲き，根が白く入り乱れて印象的であった。／」、学生

むけ科学雑誌のオマケについていたという。球放水栽培用具，それに移

格ごてまで盛沢山な付録だそうな。この雑誌を買った子供達は説明書の指

示通り．弘光加減を調節し何の不思議も感じないままセットしたであろ

う。幾日か経つと花が咲く。当世流行のぎイソスメソト1－・プ）和学版である。

これでは予想された美しい花が予想通りに咲いたというにすぎない。結

果を手近かに見る楽しみほある。しかし自分の手はよごきず，また，途中

考える過程も壷なわれない。

私達はよく種々の生物を採集する。そしてややもすると採集することに

終わることがある。それでは切手コレクションなどと変わらない。自然界

と生物との法則性を探したすことに科学がはしまる。法則性は並たいてい

の努力では見つからない。あれこれ迷い考え，自然界と同一条件で実醸し

たりして法拙生を見つけた喜びは言瑠買したもめだけに与えられる特権か

もしれない。部眉一同お互いに「かじのき」を媒体とし，大朝にしながら

次の間拉解決にとりかかっていこうではないか。
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鹿児島県姶良郡方面のタカチホマイマイの研究

カタツムリの仲間は陸産只と呼ばれ，軟体動物の腹足類に属している。一一日本には約9＿00種が

知られ，この方面の研究は同好の人が少くないらしく，内容について余り良く研究されていない。

そこでわが生物クラブでもこの間鴇をとりあげ，以前から姶良郡内の陸産只を集め間鑑を探して

いる。ここに今まで調査したことの一部を述べる。なおこの研究は全部芦で協力し採集したもろ

を，顧問の菅井先生の指導のもとに私がまとめたものである。

（1）マイマイの各部分の名称と色帯模様
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ヾヾ＼＼ 色帯†上図を1．2．5．4．の如く示す）

1：上周縁帯

2：周縁帯
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欠けた色帯は0とする。

ほ）うず巻脾の成長

タカチホマイマイについての成長も他の生物と同じ成長曲線の型を示すようである。方法は，

次のように行なった。なるべく実測値の正しさを求めるためにコソノくスを0を中心に各ABc間

の距離を軋足し，ノギスにて読み取ったものである。次の各ページのグラフは，各OA，08・・

の距離を0工まで示したもので，山野と，平地の産別にあらわした。OAを1800とする
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0王∋を5400とする

OCを5400とする

0二Dを7200とする

OEを9000とする

OFを12dOOとする

OG・を12る00とする

OHを14400とする

0工を152DOとする



山野の産工－レつ亘薫グラフ
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以上のうず巻韻の成長を指数表にまとめるとこ宍つ通りになる。 γ3　で昌だつ成長となる。
l、這 ㌃ ＼ 巻

γl γ2 －r′　貪 γ4 r 5 工 8
i
】 γ7

巨
γ0

，壬・　　　　　　　 JJ
l　 桂　　　　　　　 一ヨ

1．1 2 1．1 8 1．7 8 1．5 4 1．5 4 1．2 7 1．5 8 1．2 4 1．3 9

「肯 ‾‾ ‾‾

l　　　 佐
0．9 9 1．2 0 1．占 3 1．2 8 1 Z 5 1 5 9 1 4 1 1．1 2 1．4 5

rF‾－
1 加　 治　 木 1．0 0 1．2 0 1．4 8 1．5 8 1・4 可 1・2 5 ！1・4 5 1．3 2 1．2 9

「－ － － ‾－ － t
i 隼　　　 人 0．9 1

r
1．2 9 11．5 4 1．1 7 1．5 3 1．2 5 1．4 0 1．5 5 1．5 5

ト

、牧　　　　 悔
C．9 5 1．1 5 1こ8 1 1，5 0 1．5 5 1．2 d 1．4 3 1．1 1 1．7 1

某　 例　 J H 位 2 0 1．0 0 1．7 5 1．2 5 1．占 9 1．1 8 1．5 5 1．3 2 1．4 4

済　　　　 島 0－9 5 1．3 5 1．4 6 1．2 5 1．5 8 1．1 2 1．5 0 i l・2 2 1．3 7

丸　 尾　 滝 C．8 0
亨
1．5 7 1．7 2 1．1 1 1．7 1 1．2 C） 1．5 3 1．1 6 1．4 5

t
鹿　 児　 島 0 ．9 8 1．2 4 1・．7 8 1．3 7 1．3 8 1．0 9 1．2 5 1．2－2 1．5 8

佐　　　　 多 0 ・8 5 1．1 1 1．7 8 1・1 4 1．5 4 1．1 2 1．5 5 1．2 5 1．4 0

烏　 帽　 子 岳 0．9 5 1．2 d 1．5 0 1．1 9 1．5 5 1．5 1 1．5 2 1．5 d 1．4 1

L 豊 盗 空 イマア
1．0 〇 1．2 3 1．7 8 1．1 4

l
1．4 2

1・2 9 恒 2
1．2 6 1．4 6

ACV＿A工）
7tニ＝AB′2‾左官

（3j色苦について

γ言話のことである0 資料は各地5日個体の平均値

産

地

重

富

帖

l佐

加

Jム1°

辺
臼
小

浜

之

嘉

．

牧

園

1 霧
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，鳥山陸 田 木 島 市 甲 浜 多 滝　 滝

色　 菅 ‡旺呵 0800 1銅4 0230 1004 0234 0 000 0230 0000 0034 1234 023 4 0234恒 3‘1

この表により，丸尾滝周辺の個体は完全色帯を示す。 一般に山地ま’ど完全にあらわれ辛地にな

るにしたかいすくなくなるようである。 食料は50個体の平均値を示した。

は麿孔について

臍孔と成長産地別に関係があるように思われ調べたが． 不明であった。
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〔産地別の臍孔の直径〕
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もしとを棄とめると次の江ウでおろう

まとめ

1．平地と山野のタカチホマイマ車〕うす巻′急牲成長は変わらない。

2．ツクシ‥マイマイの成長と比較しやや小墨で下まわる成長を示す。

3．二平地と山野のタカチホマイマイの区力右ま掛雲で区別できそうである（今後の調査予定）

4．窺児島鼻声大隅半島帯も告は蒔腫半捗りものに比較し成長が／」、刻みで小埠であろ。

5．タカチホマイマイに． 買う喋竃の成長が一段と目立つ。

占．山野のタカチホマイマイは色帯が完全に表現され． 平地に行くにしたがいすくなくなる傾

向である。

世界三番目の珍品－シリブトゴマガイ一辺田小島で採集

有馬純一郎

1964年8月5日，鹿児島湾に浮かぶ無人島辺田′j＼島でプラソクトソ。 海辺動軌，繁産月の

調査を中心に採真金を実施した。 ピソセット，弔封普りなどを仕手に海岸と山野にわかれそれぞれ，

採焦品を競いあった。海浜動物のクコナマコ． ガソガゼ，ムラサキウニ。 ウミュリ，クツクラゲ

などを得意げに眺めで、、る海岸塩山野班は陸産月（かたつむりの仲間〕中に極微の直径1mの

シリブトゴマガイろ豆毛集し先生より，1902年五島，鹿屋で発見以来三番目の珍品と瀾きJ・

これまた大いに得意となり採集会の有意義だったことを認めた。
巨下この島の地質などについて

参考資料を集め，これらの生物との調係を調査中である。
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掴　　体　　変　　異

福　元　安　子

P芸司じ種鳥の生物でも，それが成長する途中に受け

た壌境などの追いによって，少しづつどこか違っ

た点がみられる、つ遺ばたなどで夏によく見かける

オヒソバとかメヒシバの′j、穂数がその癖体によっ

ているのに気づきま． した。
それで自宅付近（姶良

郡隼人町萌川辺）のオヒシバ，メヒシバについて

調べてみ増した。

方法

（1）メヒツノく，オヒシバをなるべく多数採其レ」、総数

を数え調査表に記入する。

は1それぞれの小粒数の変異曲線を善く。

は平均骨を求める。

（4帽準偏差を求めろ。

15こ・

等月報一差＝
．摘瑚他一乎均）Zx個本数の頻度＋

個体総数

溝　 C

約

1 巨
3 4 5 る

久ぺ

ヒジバ 11 ，4 ．1 1 5 ．2 4 ‾5 1 8 8 ，8 日 2 ‾皇

ヒシ′バ ・1 9 ． 8 4 1 2 3 9 5
1 5 5

1 0

匠 覇

．数 ．

『 半 音 9 計
平 萄

：ヒシ′ノく る 3 「査 5 7 3 4 ．

－ヒシ′バ 4 引 0 5 8 4 l　 3

標準偏差． オヒシバ・・‥1，75
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r醸　覚　と　遺　伝

塩満蔦夫

「暁光と遺伝」ということに興味を持ち実験を進めることにした。味については何となく而白き

があり更に意欲を感じ，生徒の皆様の協力により，勘合によい結果なえたのでここに報告する。

〔方法〕

〔試験紙の作り方〕

1・薬局でアスピリソを求め，20タをエチルアルコール180ccに溶かし10僅溶液を

つくる。

2． こ巧容液を約50枚程のロ紙に吸わせ，それを乾簸させて，その1枚1枚を8つに切った

ものを試放紙として，これを各人に昧わノーてもらった。

〔fE〕一般にアスピリンと呼ばれるものは，デソプユ′がまぜてある家庭にある風邪薬であるが．

ここに用いたものは純粋な粉末である。

この試演紙をなめると，人によって「苦い」「甘い」「全然味がない」「すっぱい」などの感覚

をもつ。これらの中で「甘ヽ、j「全然床が査い」と感じる人を「昧盲者」といい言出を有昧者と

いう。元来味覚というものは．童境（習′軋教養‥〕に支配されろように思われるが．これに対

する味覚は全く環境から独立しており，一生涯不変のものである。

そして正しい遺伝を行なう言を伝のしくみは，明らかな単性遺伝である。従って1つの遺伝子に

ょって支配され，有味が優性．無味（昧盲）が劣性である。

〔注）有味者だから良い，味盲者だから悪いという訳ではない。誤解のないように‥。

i
i看　 昧 味　 盲 実験人員

絹 男子 ！
1
79多 2 1醇 1 38名

F
女子 8如 感 璧 5 感 9 5名

2 年 男子

女子

巨 5・7痴 4．3感 4 7名

90．3多 貸7鯵 4 1名

5年
男子 85．5悌 1 ．頸 24名

「 43㌃
女子 恒 t8 痴 1d．2痴

有　 味 弥こ　盲
実転 尋

男子 7 7 8 感 2 2．2 多 2 0 9 名

女子 8 5 廓 1‘5 感 1 7 9名

全体 8 5．d 醇 1 4．4 痴 3 8 8 名
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モンシロチョウの味覚反応の、実額

内村浩子・横手美智子

11111巨抽：餅軋水の1・う欄． 劫，魂，宛，孟モル溶液を箋先につけ，10匹のモソソロチョウ

がそれぞれの溶液に，伺モルまで反応を示すか。 （つまり，巻いてある口先が，伸び

II°－°4・t1． 0
るか，伸びないかっ）を調べろことにした。
°． °°0°°
サバ：モソシロナヨウ10匹l他のチョウでも良い）蒸留丸亀ビーカー18個位．

111砂糖如1・言語茄孟孟畠モル溶液・硫敢マグネシウム溶液・食塩水，

実彙方法と極道

ます．こ巨ン㌢／ロチョウを採兵してきてから1日位ト水以外の伺ものも与えないで，そのま

まおいた。（満腹の状態にあるチョウは，実験に不適と思われたので，）時期がぉそか一・た

（10月下旬）ので，や？と採集してきたチョウく10匹位）も，寒さのためか． あくる日には

残．っているのは2，引巷にすぎず． また10匹位生物クラブ員の協力も得て採集できた。 そし

て今度は，寒さからチョウを守ろため一晩中電球をつけたままにしておいた。 中には，死ん

でいるのや，元気のなさそうなのもいた。

1．砂糖水の豪産の高いものから低いものを筆先につけて実験した所。

孟モルまでは10匹全部が，反応した。
、

孟モルになると，5匹位に滅。
，

孟モルになると，2匹位しか反応を示さなかった。

品モルにおいては・1どれも反応を示きなかった。

乱同イ濁体について次の損髭を検査する前には，15分位，産いた方が良い。

チョウの足は． 一度砂糖水につけたら，必ず蒸留水で洗い． 吸取紙でぬぐった。
t°°…＝4°e°°°0°
蒸留水に対しても，反応を示すことがあるといけないと思い，実験の前に恭啓水をテス

トした所，空腹のためか，中には反応を示すチョウもいた。 そのチョウには，じゅうぶ

ん水を飲ませたら，この反応はなくなった。

2．さて．
砂糖水には孟モルまで反応を示したが，砂糖水以外の掛夜についてはどうだろう

かと思い，硫盈マグネシウムく加持SO4溶液一にがい，食塩水－からい，で試してみ

た。

結果は。 チョウは前環で味覚を感じ，1t二一秒積水の時には巻いてある口先を伸ばし

て． 砂糖水を昧わ一1、たが，この瘍合には10匹全部が伸ばさなかった。 （結局，昧

わなか1・一－たことになる。 ）

籠ヤマトシジミかウも，品モルの砂轄水に味光を感ずる・。

ー12－



生　物　へ　の　興　味

坂元光幸

二年になって生物と少し綾が薄くなってしまったか，目にとまるものについては今でも興味が

わきおこる。私達は生物に馳するいろいろな細故を部分的にもっているだけで．全体としてまと

めて考えたことはない。、しかし少しの事でも良くつきつめてゆくと実におもしろい。少なくとも

私にとっては．動物，植物共にその性賓は実におもしろいのである。

例をあげると，アサガオか支柱に巻きついて少しでも自分の容積を拡大しようとする。これに

もは一つきりした目的があってそうするのである琉この巻きついてゆくという性質を最初からも

っていたのだろうか。．
今では，ツルが物体に触れると生長ホルモソがその反対側に移動して外側

だけ生長し，物体の方へ曲がる，ということがわかっている。つこの性質はアサガオ自身の繁殖の

ためにはぜひ必妾である。自分の生命のために不能としてもっているこの性質と感心させられる。

また，軽年妙音が日光に向かって生長してゆくとか，根が地面へ延びてゆくとか．自分達の命の

ために実に良くできたしくみをどの生きものでももっている。

この自分達の生命，種族繁栄のために備えている性質をよくみていくと．実にこの自然界のし

くみに感心するのである。生物か環境に合わさっていろいろ発達して，様々な性質をもち互いに

争っている。ノ和にまきっいた大きなツル性の種物，堅い地下茎なのはしてよその土地へひろがる

竹など，しかし黄後にはその環境に一番良く通したものが残って他は滅びる。現在でも，今から

争いをはじめようとしている場所もあるし，またその兵最中という所もある。また争いは終り一

種類の生物だけが生きのこって，おおいに繁栄していろ所もある。

つまり強いものだけが生き残ころ，執、もじ、）は滅びる。この事実ははっきりしている。自然界

ではこの法則からのかれることはできない。葦は実にきびしいものだと思う。またいろいろら生

きものが生きようとして必死になっている姿に感心し，その強い力に瓶、ている。遺はたに生え

ている雑草はよっぽどひどく踏みつけられても，何度それが続いてもやはり春は．青い芽を出す。

木の幹の樹皮を何庭はぎ取っても．やはり問寓からその欠所を再生して回顔してくる。

ところで入射まどうなのだろうか。やはりホ乳動物の一員である。人類ま非常に発達した頭脳

によって科学を先達させて，ほとんどの他の生物を打ち負かし地球上の王となった。私は自分

で人間であり，そして自分達の発達した科学のおかげでこのことを知りながらも，この人類の異

常とも思える進歩が不思議でならない。人間は地球の環境つまり，日光，塩鼠他の気象状件，

重力，磁力などが最も適していたおかげで，脳がとても発達して道具から機械を使って今は自然

までも征撤しようとしている。人間の桑大の武器は頭脳であるようだ。

こんなふうに考えてくると世の生物共は実に強くて弱くておもしろいと思う。とにかく生物が

生きようとしている姿には感心させられる。

－13－



モウセンゴケ

J

山口喜久

悠Jつ中には，虫かノ癌打を食べるという机はたくさんある。 しかし履物が虫を食べるという例も

ある。そ苺中の－． ヱ・‡「－モクセソゴケ」であ・。モウセソゴケ：まイシモチソクを拍塩物であり，生

育地ま．霊り魚′：：よもる，日光つあたらない場誉子である。

姶良郡再で鮎舘掃引三三本山と霧島町高千歳滞息と：一り雄藩町長門の生育地を調査した。 高子華河

原の生育地は，霧島韓富から手持ミに准ずるバス道路の脇である． こ．
高さ1m長さ20耽位にわたっ

て生育している。我々は．方形わくを痙昂しモウセソゴケといっしょにはえている他の植わの群

落を調査した。この方形わく揉，1耽相方のわくセつくり▼そのわくに，20C乱四方の方眼をつかっ

寸．Jヽ－・CI

T場所姶良郡加治木耳冨木山櫨之口板日豊本線トソネル上音むき

日時昭手j39牢11月dE

この地は北向き浸気の症で高さ2．57比肩13二2－Ⅲ

‥
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1
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1
．
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－
．
．

－
－
．

－
．

－

／
日
日
日
日

この部分は庄の中央部の

皿罰モウセンゴケ下側である。
とくにジメ

ジメしている。

覧詔ゼニゴケ

巨ヨシバーモクセソゴケの

監ヨオバナ総赦119本

旺監］モクセソゴケこの部分は崖の左端の下

臣：召ゼニゴケ側の部分である。

∈蓋い／パ

監豆オパナモクセソゴケの

［ココ総数8本

・ノー
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C
！・ノ　　　　　　　　2．5吼

／　　B A

孤覗モクセソゴケこ哺分は屋の中央射）

▼上側である。、‘‘1／；▼，′，‘　　ノ1　－　－　ヽ‘．‾一　　ノ’

・ぴ＿Jニふ、こ」＿J

損オパナ　　モウセソゴケJつ

総数57本

ケゴニゼ

江江口モウセソゴケこの部分は技の右端の下

側である。

ごとウセソゴケの

総数29本

二「＼
二ゝ　　加碑用木山

樋之口坂現地通

加治本町白木山のモウセソゴケ、LTA大きく左右しているように思われる。 崖の下側には

水が多く生育がよい。粘板岩の上に着′生していて砂嚢は見あたらなかった。

tl場所姶良郡霧島町高千穂河投函むき

日時11月3日

土塊は，PH5，＿含水量34尋，事は強まオパナ，シジガシラ． スギゴケ，ババコグサが生

えて，分布状態は平均分布2口承で生育は余り。 とくなかった。
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一次にモウセユ／ゴケの栽培方法を示す。

モウセソゴケほ湿地帯の日陰に生育する

鰹物であるから，室戸で栽培する時には

Flg． Iのようにピソのロをきりとり

その中にモクセソゴケを杓える。その際

ピソの中に入れる士は，川砂と畑の士を

混合したほかよい上であった。

士が下にもれないように小石をぴんのロ

に入れてモクセソゴケを植えるり

そしてFig・丑のようにビーカー一に水

を入れてピソを入れてやると水がたえる

〆　‾‾　一　一　一、

目
撃
起
llLg・ュ曹 す1g，u

ことなく成長する。また太陽光線の当たらない場射ておき一週間おきぐらいに水なとりかえたほ

うが上い。この方法で，私はをウセソゴケを三年間栽培をつづチているっ

彿デンケン・βデンプンと消化酵素の関係

宮沢玲子・井上しのぶ

αデソプソとは生デソプソのことで，ぷデソプソとは煮たデソプソのことである。

〔実験I〕Qデソプソと』デソプソの消化関係

aデソプソ，謎デソプソと比べてどちらが消化が上いかといえば，たいていの人がそれは答え

られるであろう。しかし． ではなぜ諸デソプソ（煮たヂソプソ）の方か消化しやすいのかという

と，それはたいてい答えられないと思う。 それがどうして消化しやすいか実験しよう。

用具（化，・ガデソブソ強度1多のもの，試験管2本，時計皿，頭微衷，ヨー素計こドカリ

ウム）

④′1・・βデソプソを頭徴鏡で観察するとαデソプソほほ一、きりとデソプユ′粒が見えたが，・ガデ

ソプソほはっきりしなかった。

ヽ
細
り
／
ノ

．

－1一
・・・
・・一
い・芋∵

一掬、／／ハ
融澤＼

′／．

仕デソプソ ・ぷデソプソ
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′「。 ＿，二音八三ノして反忘を一二一メ・ろ上，Jユデソプユ′は紫青し砂aJ・各デュ′プソにヨー表ヨードガリウムブトノー

色でデュ／プソ斑が染まった。 しかしし卦デソプユ′一言全体が赤嘉色ここ，・’こつた。

ノ

／

′

1

．

＼
＼

aデソプソし慮デソプユ′

軌㊥の結果からわかるようにaデソプユ′はデソプユ′粒がはっきり残りているが，』デソプソ

にはデソプソ粒は残ハていない。 ・ではなぜそうなるのだろう。 それはデソプソ粒はアミロぺクチ

ソく75⑯「80の十アミロース（20好一25鯵）から成っている。 つまりこのような結果

にはアミロペクチンとアミロースか関係していることがわかる。

㊥アミロペクチンは熱を加えると柔らかくなる。

⑬アミロースは熱を加えると溶けてしまう。

乱。 わから諸デソプソの粒子が見えなか′・たことはよくわかったと思う。

〔実験2〕αデソブユ′，諸デソプソの消化酵素の関係

用具（試験管二本；（㍉・βデソプソの良鮭1鯵溶液のもの，頭徴鏡ニコ，フエリソク，

ジアスターゼ，アルコールラソプ，石綿カナアミ，三脚）

④α．． ・おデソプソにジアスターゼを入れて顧倣鏡で観察すると，aデソプソ粒がだんだん溶け

始めていた。 Jデソプソは何も見えなかった。

8デソプユ／

㊥化，諸デュ′ブユ′にブエリング醇液を1，2滴加えて熱するとαデソプユ／ほうす青色になりL眉

デソブソは茶かつ色になり下の方に茶かつ色のものが沈澱した。

ィ，ロからαデユ′プソと誰デンプンの反応色がたいへん追うことである。

結果

諸デソプソのよう宰茶かっ色の赤色が多いほど糖分が多いのである。

ゆえに也． 諮デソプユ′を比べるとtガデソプソの方が赤色が洗い。 このことからデソブソは加熱

した方が上り消化しやすいのである。
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乳二十藷く工夫賢妻逐日乃壷吏ごニ’と．

乳紋寓，大ji

才一ヶ’‘‾ヽノ・＿e‾、－
と，亨㌍肯，㍉丸、涼

坂本光章・酒匂歳弘． 森正人

蕾がほ入らないようにして，培養することを㌔　天変，気をつかう作業であ

で了つこし一、状，11月のことで，気且も低く，描蕾の培養には，穣塩竃

ならなかった。 そCつ培童方法，及び，染色法等の実，翫経嶺を，属次述べて吾

こうc

I）乳莞元首

・乳告歯を手近か把持るために，私達は，市叛の生菌入りヤクルトをかってきた，

培養する前に，亘のまま，ブY． 三てラートにとって．頭徴鏡で見てみたが，少なくて，みつけるの

には苦労した。

（1渾養液：培養癌は・脱脂乳を・50℃ぐらいの敷革手獅臼状健になるまで十分とかしそ

れをフラスコに入れたまま，コ・リホ釜で． 100℃で，温度を保って，1夜，漑菌，なれこ

の草の，渾宙のときから． 火で表蒲を焼いた，露を，フラスコのふたに用いることに． した。 こ

の培養液を漂菅沼毒したシヤール（rこ． 詩10ccずつ3個とった。 その後． 冷しすぎて脱脂乳

が，かたまら．ない様に．保恵封こ入れたまま，5〔〕℃以下になるまで冷却した。

佗陪寿さて． いよいよ． 培黄であるが，前述の培養液（30℃位）に夫々． 10cc

ずつ仁）クロl／ラヤクルトを入れた。すると，すぐに，脱脂乳がかたまりはじめて． ブヅプツが

出柔た。割出を考えてみると． 紅茶などを入れた時． ミルクとレモソをいっしょに入れるとミル

クがかたまるが，あ乃現象と同じであるらしいことが分かったつまり，脱脂乳の主成分である

カゼイソか．
ヤクルトの譲の作用でかたまったのである。 このまま培蕃しても大丈夫であること

は径になっで解った。 このまま． 保温器で適温（25℃～50℃）にたもち，1昼夜，おいた。

甘検鏡検執主，ためしに培牽龍のままこうすくプレ㌧ペラートに塗って，みてみたが，脱

脂乳のつぶと．乳漬苦とのみゎけは全くと云ってよいはど再製だった。 それで，メチレンブルー

を用いて染色（染色法は後述〕して検兢すると，小さなものややゝ生長した丸い中に点々の多く

ついた，乳設宙が驚くほど多くみつけられた，中には分雲はぎわのものもあり，培養方法が，良

かった事を知った。
左下の図が検豪の図であるが，15X40倍，乳轟音のまわりの黒い．

15X40（実験はメチレソブルーで染まっている）ものは，脱脂乳と思われる。

大きな童のまわりに，′Jl、きた昔が群れているのは． 大きな蘭から，

分裂してまもないものと思われる。
．
国中．左下，あるいは，右上の

やや聖の変わったもの十㌔分憂しょうとしているものらしい，左下



棚染色． 染色方法は，コ菜も汽車な． メテレソブルーによる染色法に上った。 まずプレパラ

ートも′三一滴おとし水を－活くわえて，うすめた長，針で，うすくひきのはす，骨これでは余り多

すぎるので．
ひきのはす途［伸二おいて． ・少しづつ余分：テ亡も工㍉を巨丸、ていった言責ってあるか．な

いか判らないぐらいまで，うずくひきのほしたら． それをアんコールラソプの炎にかざして，こ

けたい様に気をつけながら乾楽させる。 この時，塗付した新が多いと笠燥のときしずくが，ア

ルコールラソプで高塩になったところへもどってきてプンパラートを割るおそれが多分にあった

かわかしたらそれに数倍にうすめた，メチレソブルーを一清くわえてそれをまんべんなくぬって

行く，そのとき，塗るときもちいた針で，乾かした乳遜菌まで，そぎとってしまわない様に気を

つけたければならなかったゥよくぬったら．
それをまた，アルコールラソプでかわかす． この時

もやはり前と同じ様な注意が必要，これで染色も出来たわけで． このまゝすぐ検索できた。

（5】注意した島全体を通しで注意した点は，列挙すると

イ）雑菌の侵入を防止，これには，使う器具一陽を． 火で完全に減苗しなければならなか

った．，メスシリンダー・シ′ヤー． フラスコなどは火をつかうとわれるおそれがある

ので． ゴッホ釜が港で済南した。

ロ）嶺が死なない注意，黒度は常に2る℃－30℃を保ち，鞭対て椋鳥のパコに入れて

はならない。 そのため，滅菌した，器具も，すべて5Cl℃以下に下がるまで，またな

ければならなかった。 つ

この2点は常に注意しなければならない点を，その他の小さな点は，それぞれの項に記してある

湖反省，このようにして発生地，大勢の皆さんの協力でどうやら成功した。 しかしまだまだ

研究は不充分な点が多い，例えば「培養雰潔にしても，他に方法はないか，また条件の異って

いる中での培尊の程度はどれくらい興るか等．
色々と思いあたる。 これからはもっと莱く研究し

て栽たいと思う1大抵筒も培車したが，実験の手韓のまずさで失敗し，取囲は怠けであった。 よ

き反省の糧としたい。

血液の組成

山田真治． 平野龍雄

血液には，血球と液体成分があり，血球には，赤血球，白血球，血′j、板がある。 但し赤血球

には1椚爪3中男子500万，女子45．0万個あり，白血球には1瑚阜中る000－8000個あ

りそして血小夜には1制′：1中20～30万個ある0次に砿体成分として永日0パーセント）

ありその外に．
無機塩類（たんはく鼠ぶどう糖，アミノ漆，脂肪，呆索「尿瓶ピタミソ0ホ

ルをユ／も含む）があるが，今回は，人とカエルの赤血球・白血球について調べた。
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⊥

まず，採血するには入関の場合耳たぶをアルコールでしめ

した捉樵薄でよくもみながら拭き，消毒するとともに血行

をよくし． アルコールで消毒したメス（又はカミソリ）で

少し切り血を出してスライドグラスの上におき図（エ）の

ようにしてうすくのばす。

次にカエルの放血としては直接心精からスポイトで採り人間の場

合と同じようにスライドグラスの上に固くエ）のようにの増す。

こかようにして出来たスライドグラスの血液膜が乾いたら，メチルアルコールを数怖々下

して約5分間固定する。 3分間位た一，たら余分のメチルアルコールを除き，再び乾かし，

赤⊥餌球を染色するためには，

図（丑）のようにエオシソ溶液を数滴々

下し約5分間染色し，図（Ⅳ）のように

ビーカの中に水を入れその中にスライド

グラスを垂直に入れ2－3度水中で静

かに上下させた後検鏡すると固く

ように見える。

白血球を染色するためには，メチレ

∩
日
日
∨
七

エオシソ浴液

青放し又は． ギムザ原液を10倍にうす　　寓　　n

めたもの）で3－5分染色する。 他は赤

血球の埼合と同じで横鏡したものは固

くB）のように見えろ。
も
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空中細菌の培養

岩田律子竹之内節子田上鈴子▼

〔洛侍するもしう〕

ビーカー，⊂トト，シャーレ，白蓮円筒． アルコールラソプキラス榛，某もパラフィン紙

上皿天ぴん，コツホ釜，保定楓寒気ペプトン，食塩蒸留水かつをふし，三角フラスコ

王寒天培養基作成

（1）蒸留水500ccの中に，かつおふし5ダ・ペプトン5ダ・食塩2タ、ノ現ヨ塗したがら：甘えも

ほにれに牒かくちぎった寒天か，または由末状の粟天を15ダ入れ加熱浴解して． 反応をPH

ろ2に修正する。

（3）温度の高いうち狂ガ「ゼでろ過し，三角フラスコにとる。

（41三角フラスコのロに綿せんをし． その上をノくラフイソ紙でおおって・コツホ釜に入れる。 一

日に3時間ずつ三且それを三郎甥に渡′・で誓肯する。

博滅菌が終ったら，なるべく培養液が外気にふれないよう1′二，手早くフラスコからシャーレに

移す。1個につき約15ccずつ流しこみ，これをまたコツホ釜に入れ前の通り滅京する。

これで培養基は完成した。

n実験（落下法）

⑰工でできた培薫基を，鹿児島県姶良郡加治木町某パチソ二了店・同じく其書店・本校生物室．

本校一年女子教室・同じく男子教室，本校便琉使用中の本校バレーコートにそれぞれ20分間

放宣しておく。

女子教室

生物室

等　店

便　所

バレーコート

男子教室

パチンコ店

八・　　q n　／用　　30　　20　　　1「1

1仇2あたりの経由コロニー数

－21－

・②これらの培蕃基を

さかさにして，保温器

に入れる。保温器は常

に50度を保つように

しておき，この状態に

二日間保つ。

甘E日日にとり出し

てみると，細菌の群落

が見られた。その主な

色は，椙，黄，白の三

色だった。



ト▼チユ′コ肯ユ男子圭主かうー・いつは．三・座き一一た宇い浩屋で仁、人軒桁滋多いため，それにともな

いノしこ・豆も与ぐ上ったTで′二二．
たい走・モ■うわ㍉甘草のように，空中雷青が多そうでいて少なって完’〆、丁ラ‾’

いノ〕揉∴曇気の移動が少いた音だと思われる。
また野外であってもバレ二コートの上うに群落数

が多いという‾ことたどから、i空気率つ汚真底の高低は，人の移動の多少によ・1て，ほぼ推測でき

るのではなかううか。

ダリ　ア花びらの色素分離

三　反　美　恵　子

準備するもの

ダリア花びら，　ビーカー，　試験管，　乳鉢，　乳棒，　ろ紙　　ガーゼ

40度の湯，1醇のHcg，　ブタノール，　傭軌　蒸留水

実演

1．喜びらなる0度の湯につける－＞花びらの酵素の働きを停止させるため

2．その花びらを乳鉢に入れ，乳棒ですりつぶす

5．すりつぶした花びらに． 1感Hcgを加える

4．Hcgを加えた花びらを，ガーゼでろ過する

5．そのろ適した荻を，ろ紙の鼠良くろ紙の下の部分から2－3欄の場所）につける

占．試堕管・に，ブタノー． ル，酢風水を4：1：2分割合で入れる。

Zこの試験管に，5のろ紙の下の部分が，汝につかるように入れる

6．7を約1軋放達しておく。

2次の上うに分離する。 これらの色素が何からできているのか不明であるが． 探赤色

の花弁は五つの色素からできていることを知った。

薄
い
黄
色

潅
桃
色

薄
い
音
素

薄
い
赤
紫

］



プラナリアの再生

福崎裕幸今別府進

〔T〕実験に使用した，プラナリアについて

最も普通見うげろ，ナミウズムツ（工hgeS且argOnOCe馳ala． ）使用。

〔n〕実験の較鞋猫する道具〔iT日切り方

1． シャーレ一一個浄細にプラナリアを木葉の上に乗せて切る0

2．
重態液，アルカリ性液両方活切る時には・プラナリアが充分にのびきったと

5． 木頭∈数枚

4． カミソリ1枚

5． 電束しスメソド1台

占． 亀熱器1台

Z辞書辣徴鏡1台

王Ⅴ実験による生存条件

短次の場合は曇三存できない。

1． 水質

／

ぎ

ー

．
1
1

二・一・一一一㌧㍉

！ ノ

′rlノ’〆え
メサ」、芝草競

、一、－、、＿

政性（p王5）水道水＋水離諌1滴

アルカリ性（P王8）水道水＋水酸化カリウム1滴

2． 亀鑑（水温）

平均53．7藍以上では死ね（1口底実験した結果の，平均）

3．，光政

○光源スクソド上り50cm，シャーレを離す。（8C〕Dルクス）

〔Ⅴ〕実験諺果

1． プラナリアは三日目で再生する。これは，再生した所が白くなり，又臼ができる事で

わかる0

2． 水質はP壬‡7が適している。

3． プラナリアは免の走光性を示す

4． 極性が・みられる。すなわち頭に近い部分は由になり尾の方は尾になる。

5． 水温は21℃が通している。

占． 時に1倦．5個の目が再壁三されろ異常もある

これらの観察はすべて毎日午后1時におこなった。なお培室内におき水は毎日とりかえた。

次に再曇三の状態を図で示す。
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ショウジ’ヨしニーウ芋：パニエの鐸「胃

香山宏

ショウジョウバエは遺伝を研究するために，点も適した綾である9なぜならは世代がもっと

も雇いからである．だいたい25℃で約2通電で一世代である。 づ「た身近にいるからである。
．

ショウジョウバエはアルコール漬酵なしてし、るものを好むので． 夏から秋にかけて，熱した果

実やぬか味噌などの表面や酢夜に繋ま→てくる。

オスとメスの区別は． 谷は尾端が丸く，横縞が太く，♀は尾端がとがっていて，横縞が撒く

何本もほしっている。これをみわけるためには虫メガネよりも解剖鍛練錠の方が区別しやすい。

えさのつくり方

準備　小麦粉12ク

砂糧　10ダ

管ぴん（牛乳ピソでよい）

C
液
C
ト
0
ス
d
J
O
一

．t
一
－
イ

天
に
寒
来
他

イ〕まず準備してある水の窮半分を牛乳わかしに入れ，それに寒天全量を加えてヒーターにか

けておく。

ロ）一方，ビーカーに小麦粉と砂糖を全部入れさじでよくかき混ぜてから． 残りの水を入れ

てよくこねておく。

ハ）ヒーターにかけた牛乳わかしの水が沸給して寒天が溶けたら． さじで‘湯をかきまわしな

がら（ロ）の液を静かに注ぎ． さらにかきまわしながら加熱し，半透明ののり状になっ‾た

らヒーターをとめる。

たきができたら冷却しないうちに． 各管ぴんに底から約3C机の高さまでえ卓を粍しこむ。 この

時えさが管堕につかないように注意する。 えさわ上にイースト液を2滴あて加える。

卯の時代（ふ化まで）1～2日

幼虫の時代く踊化まで）4－5日

さなぎ時代（羽化まで）3－4日

羽化から童初の産卵まで2、5日

卵→（ふ化ト†幼虫一斗（洞化）・→さなぎ・→えさ

→l羽化）→成虫→産卵

ム　　　　　J
＼＼、應二二二二

㍉∵「二二二二‘1

1ラベル

W一一止まり木用
の紙片

なお1対か♀谷に上る増殖数は1〔＝封現で20－～5日巷である。j′笠の板金に丑孟度の関係

とか研究所から日限系統を購入し，伴性遺伝について充正させたい。

－25－



ニワトリ　と　ミ　ミ　ズの　解　剖

ノ福売安手　奥原登志子

〔ニワトリ〕
－∴」．

（分射∵脊椎動桝ヨキジ科，干ワトリ属

1∴‘二°．．1

ピソセット留針メスハサミ麻酔薬（エーテル等）解剖皿広臼ピソ

2．方法

①麻蔀燕を入れたビシの中で麻酔する。

・′丑ニワトリを仲向けに解剖皿におき． 胸から旗にかけて羽をむしるこ

③下願出の皮膚をピソセットでつまみ上げ，ハサミで横咽まで切り開き，留針でとめろ。

④この時皮膚の押倒の血管観察っ

、討次に粧旨をさけて筋肉を切り掃く。 頭骨切断の際． 心境に傷せつけないよう注意する。 開

いた駕肉は留針で，しっかり留める。

l⑤‾’コ弔洪察。

3．説明

食道輩味がかった白色。 疎のうに続く。

孫菜食迫と同色。 殻食，肉食の鳥空討てあるもので，一時食物を貯えた生∴あるいは兢化し

たりする。

前腎消化をする。

砂嚢骨そつ他を砕くが，こ－のため通常砂のうの中には飲み込んだ小石等（胃石）がある。

これはぐらはLに歯のないことを補うもので． 特に殺食の鳥では強力な作用をする。

牌大腸なし。 養分の政次をする。

恵陽あたり飛ばない鳥ほど長い。 膀組まない。

肝緻担織中東大のもの。

賢横　背側にある。 後賢っ

気官食道と並んでいる。 ミミズのような壷状の線が見られる。 膳につづく。

肺心隋のうら側． ろっ骨l二つ閲にある。 五対の気のうがある。

心襟体の副に大きい。 二心専二心室。

4．尊敬

胸骨には瞥骨が突浸し，ここ勘去大な的芳醇付吉する∴こCつ簡肉は体‾重わ1ノる！ ん1／4に

達する。 盲鵜は食物に上′て変化が多い。

◎解剖したニワトリほ生後1ケ月のものである。 ヒナ¢〕方がやり彗サいっ担部観察にもよい。

Ⅹ完，どれも鳥くばかりであった。 心配していた気味駒の肉の美しさ． 璃当の「寮丁ち幸一己げろパ、、：’

悪さも殆んど感じなかった。 よい正駿になった。

－26－



「ミミズ〕

（分類）一LnTノ． ′ン頼Lが雪三圭軒墨う絡吉蔓昌．ふと立みず科フツウミミズ

1．海帝

甘来るだけ大きいフゾウミミズ．再誉はペソリピソセットルーペ留針誉剖皿

大患シャーレ50痴アルコール

2．方法

①解剖皿の上でミミズの運蛋湛三鼠察。

②30多アルコールを入れたシャーレの中で麻酔する。 （埠湊でもよい。 剛毛叫仇も

③解剖皿にミミズの体がかくれる毛寂光水を入れ． ミミズをかるく伸ばして第一欝と最終節

を憎定する′。

（彰ミミズの背側を上にし，背側正中線にそって後方に向かってカミソリで切り開く，。 こしつ糖

すぐ下を走っている消化管，背行血管を稜つけたいよう注意する。

⑤御室を区切っているうすい階娘を切り，錘壁を左右に開いて斜めに留針でとめる。

⑥内部観察

5．説明

口頭の三党の腹側にある。

食道消化管の前端部，ふくらんだ咽頭に続く。 管状。

魂嚢食道の後部にあり，ややふくらんだ部分。

砂濾機軸勺消化を行なう。 時に目立つ光沢と厚く硬い昼をもっている。

楊0秒のう末端から第14栗射て到る。 やや潤い管状。

〇15覇以後の太いのう状部で体節毎にくびれている。 （以上2種類ある。 ）

生殖器官早苗同体であり，次のような雌雄両性の生殖器管をも′、ている。

雄性若き管l受精骨う卵巣受卵器輸卵管）

放性器管（精巣輸精管貯精のう摂讃腺）

4．特徴

産みたされた卯は環帯の分泌物で保護される。

秋に産み出された卵は越冬して春にかえる。 寿命1年位。

ミミズは土中の有機物を栄養とする。

ミミズの干したのをせんじて飲むと熊ざまLになそ琉これはルソブコフエブリソという成

分があるためである●

◎ミミズを見るとドキリとサろ。 そのミミズ実ふれて隼薫までするのナ暑巧． 三幸気丈七、る。衷

初は気味悉くてどうしょうがと思った。 できるたけ見． ないようにした。しかし土、うしても見

なければならぬ。 そうしているうちに何ても7二二こて′7‘1こっ．ノ’こ㍉梅軒昌㍍雄二かぐっと煎み．色が

白っ緩くなる。 嘩弟が遅くて大きいかが畳っか一三二一フ‘：1こJIv二た。七1つ上症点で活してます生す小

さくなった。 しかしこご〕為にミズに対する読じ方丈一二二iuだて・か∴⊂・イきた。
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ヘ　　ビ　　の　　飼　育

匿＝ここ＝ニここニごごニ∠呈土管＝モモ＝導

ヘ
ビ

I　飼育箱と区域

－アオ・ダイシコ　チ

／
よ、＼、＿＿＿＿〆ハト＼．

、／
ヤマカザシ

＿一ノ了ビバカリ′ラ

ー∫2－壊し…・．∴…二料圭一；
ぎ二二 立上

伊　伏　慎　一

左軋′こ示すように，ヘビの軌こ転記壬：：打力おるっ〔こ

のことげ宛つ庫でいっしょに瑠管したノ二十つ‥罵汝か

もしれない。）他力殻綾．も失して雷鳥圭一二，扇完さプーこいよ

うだか．こレニーへども決して他に長大し一㌔こい。

〔左園の単鑑は，棚とする。

五分或とその種類・′

ヘビを生物学紬こおおまかに分類すると，セキツイ丸顔－ハ虫出－ヘビ短に分灘できる．
、

日本の本土で見うけるヘビは．一般に無毒であるが，仇外としてマムツが見られる。甘た，・奄・

美大島では．ハブが毒ヘビで，知有れている。言甘塩としてH二，アオダイナヨウ．ヤマカガシ．

シマヘビ，マムツが．よく知られている。天然記念矩露定である山口責のシロダイショウは，
～
有名である。

Ⅲ革放【ヘビの体〕

0体は円柱状で∴紹良人言

0足が，ない・言顔面のウ′ロコか，足合役目を果し．前進後退の時は．体をくねらせて進む。

蛇行である永上では㍉同じくウロコが，水かきの役巨をする。）

0日は，自分のロよりも大きい食物でものみこむことができるように．「あご」が，ほずれる

ように．なっで、、る。

〔Hかま．鋭く，担働にくい入るような形に向いている。（捕えた食物を言・塞きぬようにご）

°°．0続に背骨か，走って多数のろっ骨が出ている。

e－e°
○肺は．2つのうち右側の方が，退化し，左側の肺は，長くなっている。

n観察

用・アオダイシ′ヨウ

イ体長152㍍㌫一一一uNrl・1

7dCJ三一一一Nc． 2

ロ零徴

0窮と胴の太さか，同じ鎧変。色は，背か暗音色（褐色味を，おびた）で．旋部にゆくにつれ

れて，色は，薄くなる。4条の薄い縦縞が．通っている。肛門のウロコは，2分していて細く

三弦かいe

〇本土で見う亘るヘビでは一一F▼・番大きいと思われる。

○毒は，ない。
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はシマヘビ

イ隼二く11ご＿∵

ロ特徴

○体の背面はやや穏色を帯びた矩色で． 4本の軽縞があり，西側湾2本だけ尾まで続く。

日の後から口の酪現まで富褐色の線があり，軽部は白色で後方では，赤味を帯びる。

（3）ヒバカリ

イ体長32ぐ臥一一一一一壬J01

27（了鵜－N82

ロ特徴

○祇色味をおびた橙色をしていて，腹部は浜黄勒色であごから首筋に黄味が掛． 、。

0毒はない。

（41ヤマカガシ

イ体長83欄一一一一一甘口1

75r珊†－刊02

42珊－－1J03

ロ特放

○全体が暗褐色で赤色，黒色． 褐色，掠色などさまざまである。 肛門のウロコは2分してい

る。 腹部の色は黄味を帯びた白でアゴのあたりが巌も黄味を滞びている，そして後方にいく

に従って黒が強くなっで． 、く。ヤマカガシは極普通のヘビではあるが，北海道では確実な記

銘でないと印されている。

0毒はない。

Ⅴ食物く餌）

（1）アオダイショウ

王JO1－スズメ（生きているもの）卵

野口2－－－－スズメ（生きているもの）卵

ほ日ソマヘビ

4°°°°●
生きたとのさまガJニルと． イモリ

（3）ビバカリ

No1－－コオロギ空転。 カエル

No2－コオロギ類。 カエル

はヤマカガシ

封01－－死んだとっさまガエルJ

No2－生きたとのさまガエルとコオロギ壷

N85－－一生きたと、つきだガエル′コ

Ⅵ冬眠く冬ごもり）

－30－



‾二‾「離れ各桁廟組獅涼相である。 Aにはシマヘビ，B

にはアオダインヨ．ウ，Cにはビバカリ，⊃樅はヤマカガソが冬眠

している。

冬眠始めは早い蛇で10月の束．遅い蛇で11月初敏次に冬

眠終りは早い蛇で5月中旬，遅い比で4月中旬までである。冬貞民

期間中の温度は撞底15度，最高18度を基準としている。また

温故を25から28度ぐらいまで上げると活動し始めるっ

冬浜の変としてほ，屋外で冬眠中の蛇は，

同じ種類者同志が－一山諸に体をくねらせて，一

見個体化したように見うけられる。 蛇は変温

動物であるため，少しでも体温を保つためだろう。

1彊　実　験
こT．

’萱二’－

∵
ト
∴
∴
∴
「
．
！

∵

枯木くず

枯葉

断　面　且

用ニコチン反応

く用意＞タバコ． フデマッチなど実験に関する道具を用意。

＜方法＞タバコからニコチソを倹甘しうら－レ一にた占橘；そのニコチソを． ヘビの皮

膚私塗る詰虹の第蔓に嫁「鼻粧∴芋華チソを塗る

く＝結果＞1番初めの実∴鍬ま．どうにもならない。

2番目の実納ま． 1分ぐらい苦しんで死んでしまった，ユ

態ニコチソ反応に上っては． 先生からお教えられてやってみたが，なぜ死んでしまうのか

ほわからなかて、た〇

（2）人に蛇を見せたり，蛇をみつけた時の状態。

イ1才～5才－

ロ4才、・d才－

ハ7才～10才

ニ11二才よりも上

－一一籠かない。 かえって宛ってしまう方が多い。

－－4軌、て，近くに上ろうともしない。

－一倍きながらも見ようとする。

驚くと同時に． 殺してしまう人が多い。

上の統計は． 男子を主体として調べたが，だいたい分別して上のようになる。

ホ次に． 初め実物の蛇を，見せておき． ゴム管． あるいはゴムひもの長いものくとびはねる

物）を，手中におきつづいて見せたときの． 男女の恐怖感の持続を観察したものである。

藁男一一驚く人3人鷲かない人7人

蔓女－誇く人9人驚かない人1人

上の数字は，男女別10人中で調べたが，これでもわかるように，男子よりも女子の方が初

めの実物の莞席感が．持続していろことがわかろ。

－31一



1．窯参考

突放のうでわかるように，1才～3才の幼児で驚ないのは言有事らから「蛇は恐し、・・も′〕た。」

と教えもしないし，また蛇に襲われもしないハてこわからない。 4オーム才となると，恐しいと

感じるようになる。これは，音から蛇は不吉甘前ぶれだと、か，恐Llいもーのだと数え伝えられて．

両親あるいは祖父母が無意識にも子供達に教えこむためにおこる現象と：考えることができろ。

しかし，異例の場合も考えられなし、こと注ない。軋こ蛇に襲われてから播くたったという人もい

′二）D

骨挽観察した結果，蛇は自分から人を襲うことはない。 襲う時は，人間など他の効的匠‘襲わ

れ身に危険を盛じた時で，自分から人間などを襲うということは，99感までないといえる。

また，食物で寿ろカエルなども必要以上に，補えることをしない。 これも自然の法部にかな、っ五

ものと，いうことができる。

蛇の餌にするスズメを捕えるのに． 苦労した。 たくさん幼准なものから道具を使ったりして捕

えたが，一番よかったのは，しょうちゅうの中に米を少々いれて一晩おき，あくる朝早く鮭にま

いておく。そうするとスズメは米を食べだい、くらかすると砕→宅しまう．
そこを補える。 一番

衷碩モたようだが簡単に補えることかできる。

生き物を愛する心

生徒会金具春田修

私は中学時代． 理科部には入った隣係もありその方面には多少の貿味を持っている。 昭和39

年度の生物展示会を見せてもらったが，なる操ど摺間の先生以下部員が副菜していただけあろう

とは思〆ていた。しかし手落ちでもあろうものならデソグノくナをつぶしてしまうつもりでいた。

実際生物室には人〆）て見ると籍いた。寓遇の人達の研究燕心艦頭が下がり，食いいるように娩察

せざるセ得なかった。草にカエルの心隋の醇動をスス紙にとる才は印象的で，アドレナりソ注射

に上り襖妙に作用する潜動に興味を持った。 本年鑑の生物展示会は昨年より東に充実し！ 堅示の

一つ一つに工夫をこらし，われわれにわかり易くしている努力がうかがわれた。 来年もうん七亮

張一1て立派な展示会を挿｛ていただき．一人一人の進歩と部の進歩の塩更に本校亘の科学的精

神をつちかうように努力していたたきたい。

この生物展示会を積会に私も「生き物」を愛する心をもっと泰なわなければならない事を教え

られました。ともすれをも現代科学より生まれた艶代思想は生物をいびつにしがちだから。 ・

l・・？
1



ク　ロ　オオ　アリの生態

田口正貨

クロオオアリは全匡的に分布し，内地最大打アリで体表約7～11棚。

1つの巣に5～占匹Cつ女王蟻が在り，圭牟き蟻は単裁行動をする。 羽柊は5月童出る。

生物室

午
†

∩
鳥 1
．
－
▼
・
1
－
・
1
－
1
・
l
i
I
I
I
ト

「
し
た
．
．
小
1
．
．
．
－
、
：

Aは実検観察したクロオオアリの巣

点線から簡榊には紙かヽ、砂粒が地表面を被っているが． 東側に

は砂登三は全くなく地表面が露になっている。

Cはコデマり

〔図I〕

〔季節に上る活動の変化〕

夏一活動開始は日の出とはぼ一致する。 籠初． 活動個体鈷ま少

ないがしばらくすると急激に増して，12時項に最大とな

る。 しかし，正午から24時填までは地唱が高一計ざる為に，

行動範喝は影の部分だけに限られ個体数もやや減少する。

活動終止も自沈と一致するが． 自沈30分程前までに大部

分の個体は帰巣する（表I）

秋一活動開始は夏よりやや遅く． 日の侶約時間後である。 活

動最盛期も多少ずれて． 正午過ぎになる（表鳳）。 活動終

止は夏と同じく日沈と一致する。

秋も後半になると巣ロを枯れ草等でふさぎ． 冬仕度を始

める。

冬一活動開始・終止共に一定せず． ときには全然活動しない日

さえあるが，普通は正午近く気温が上がると活動を始める

が． 活動個体数はいたって少ない。 又． 東口は常にふさが

れている。

数

10分単位16：45・－

17：50巣ロにおける出

入数‾

〔表r）

数

10分単位14：15－

15：20巣口における出入

・必～一在八〔表11〕

〔行蔦〕

行動のしかたは勝の種類別に分けると単独行句をするものと，集母で行動するものに分けること

ができる。前者は大型の蟻が多く． クロオオアリも前者に属する。 後者は′j、型の規が多い。又同

種担でも直線的に進むものと，広い幅をもって円を描くように進むものの三つの型に分数するこ

とができそ・。〔巨細〕。 前者は鋸勺地へ向かィ－，て進むときの進み方であり，後者は目白地がない

ときの進み方であるが．前者の方が後者よりはるかに多い。

蟻の通る適法一般に鹿追と呼ばれる。 窺道は巣口から酎勺地までの最短距離をとるのが普通で

ある。一般に接は行きに通った場所を帰りにも通る。 又，一度通った場所は二． 三日しても忘れ
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釦宣地

目自′‡班n向かう幾は図の上

に直っ簗する。

し、｛　111

巣

目的地を持たない憲は広い

編をもち円運動を行なう。

が，全i同じは序で通過する。この原因ま記憶（視覚）によるものか，あるいは臭覚によるもの

かということははっきりしないが，時と場合により適当庭使い分けているものと思はれる。臭覚

によると考えられるのは，紙の上に嬢をはたを，その跡をかいでみると，鼻を突くような臭いが

する。これは麓の分蝉する嬢蚊替有の臭いである。こ一つことを利用して，藍道に憲殻をぬってお

くと，ぬった故殺の方へ点がそれる。ということは薫は自分で分泌する撲浮の跡をたどって行動

するということ．忙なる。

〔なわはり〕

氏には勢力軍票かありこれを’’なわぼり’ワと呼ぶ。官IにおいてA巣とB巣は同種の巣であるっ

このこらの巣の㌫射こ見られる坤なわは中’：・そ．だいたい”コデマり1’・の木を墳いしてしているっ境界

はA奥よらB巣に近い。このことはA巣の方がB巣よりも大規準な巣を営なんでいることを示

している。この上に同楼閣には”なわはり”かみられるが，他種間では見られない。

〔獲物〕

鴎の獲物は非常に多く，人間と同じく雑食と考えられる。

0植物の蛮汁

O，’ァリマキ“の分泌する蜜

0昆虫の死骸

＿〔摘発0同種他巣′

・他種

0その他

－3・1－



ここで特記すべき事は，4一事鋸鏡矩捗る言謳匡洋顆でも紆r李ろいほ弱った者なら産に

する。しかしこれは他装置三の烏孫で，同巣「あるいは他巣でも分家したてののたら絶対性に

しない。これは巣によって蟻の体臭が少しずつ違うためにおころ。 分家したての蟻の体臭は． ま

だ完全に元の巣の無の体臭と分かれていない為に，元の巣の鞠ま分家した巣の畠を（あるいは，

又，他種問でも自分より弱いもの融隻にし，強いものには狂粧される主澤にも強弱の鵠係があ

り．
タロオオアリは強い方に属する〕。

雷の猿は種矧・ま非常に多いが． 一般に農は少なく不足していることが多い。

昭和JP年度生物展示会の成功

部長山口喜久

すでに降級もあり要領はわかノ、てヽ、たつもりだったが，本番になるとうまくゆかなヽ、。 しかし

一年生のフアイ．
トの持ち主多勢と二年生のベテランl？ ）でようやく生徒全員の方達に見てもら

うことが出来た。例に上，つて夜8時になることもしばしばあったが，展示会前日に二年生のS君

「生物クラブでハンマーを持ち大工仕事をするとは夢にも思わなかった」の云葉に全員笑った。

しかしその必要性は認めた。 こうして出来た汗ご〕結晶に対するアユ／ケーナの回答を掲示し後日

の参考としてもらえは幸いである。

〔I〕印象に残った展示． 実験

㊦カエルの心臆とカイモグラフ

（尋マイマイの研究

6）ショウジョウバエの飼育

毎メダカの走流性

㊨チョウの味覚

勾プラナリアの再生＠ゾリブトゴマデイ

心カエルの務肉運動㊥染色体

密味覚テスト

⑪昆虫標本

㊥空中細菌に上る汚染状況

〔u〕主な感想．希望

④これらの藍示や実験で良い勉強になった。 ㊤もう少し説明がほしい

㊧昨年より充実しても、る1㊨醍示の教生がやや狭い

掃クラブ員の努力がうかがえる6｛巌にも多く呼びかけ公潤してほしい

この他に展示物，実験に関するやさしいクイズを出したところ，正解者が多数あり． 生徒全員

の興味の程匿が．われわれ部員に強く示され来年度への良い反省となった。 来年度は本年特に

全員に注目された生理実験を更に理解してもらえるよう工夫し，部員全員でそれにそなえよう。
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正　門　脇　の　イ　チ　ョ　ウ

筒口正雄

正門から一歩校函こ入ると，＿誰もがあの大ぎなイチョウ（GiIlkgol⊃ilol〕a）に目を藩われろ

。
時に秋か黄葉の美しくさは．また格別である。イチョウは1属1種で憶練兵株である。 中国に

自生があるといわれ．日本には野生はない。現在は広く観賞用，篠路樹として植えられる。精子

が189d年日本の平瀬作五郎によって発見されたことは有名で．その樹は今でも東大付属小石

川植物園に残っ七いる。

掬てイチョウの魂義元止めて．加高のソソポルイチョウは確か第d回卒業生の記念樹ときく。

だと貌こ7短の横輪である。24年前（略和14卑）私が旧制加中を卒業した頃も今と変らず

に，沢山の種子がなって．掃除時間等良く拾って持帰って傘べた事を記憶している。あの終戦の

、▼－‾」＿′I
20年の大襲襲軒も適い産轟ら枯れずに，戦前め加中時代から，現在の加高時代まで加治木魂

の不壊不屈そのままに，学校と共に成長しつづけている。。
昨年の文化祭の時，生研部の諸君が，

｛チ表タの稜で「生物娃」∴め史字を執、て生物教室入口に飾ったが．実華立派な着想だ一、た。

薮多くの先輩連がそうであ′、たように，在校生の僧さん・も．否今後入学して来る後輩達も，今一

鹿あのイチョウを陶、で欲しい・0必音や無音の示唆を与えると信ずる。そしてイチョウのよ

うにすくすくと成長発展して裁き慶いと、思．う。
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部　　員　　名　　簿

（1964年）

礪間膏井浩一尭児島市上之周町12占

〃筒口正雄始良郡加治木町仮屋町

！ 氏　　名　拍韓日組

3　月号　甘．律 寺
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昨年度の創刊号に続き，今年度も「かじ乃き」第二号を発刊するにいたった。昨年度のものは，

初めての試みでもあったので．匹客も幼稚なも・ノコであり，後々まで，読む変ごに，ここはこうし

たら良かったのに．それにここも‥‥と転せ‾まれたものである。

第二号には，そうした経験を生かし，部員全見幾度とな‾く，修正を重ねた結果創刊号よりは

書容も充実したものになったと自負している。特に「タカ≠ホマイマイの研究」「ヘビについて」

等はおもしろく読ませてもらった。

しかしまだまだ充分なものとは云えず．人前に出すのは．はな埠だ恐舘？至りである。試験に

追いまくられながら，掠稿を撃醸してくれた部員には，．深く感謝の意を末したい。また部員全員

と不完全ながらこの第二号を版する萎びを共にLや、。

この「かじのき」第二号を通して第三号：第四号への足がかりとし，また生物への興味をより

一そう増してもらえたらと思う次第である。（LL駐日

かじのき一第2号

鹿児島県立加治木高等学校生物研究部′機関経

発行日：19占5年5月50日

編集代表：山口喜久

印刷：彗アルプス［三口瀬
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